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©一般社団法人 樹木医甚兵衛古座川サクラの見分け方

【サクラの見分け方】-花-

一般社団法人 樹木医甚兵衛
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛クマノザクラとは？

クマノザクラ（Cerasus kumanoensis)は2018年に新種として報告された野生のサクラです。
紀伊半島南部の限られた地域にのみ自生することが確認されています。

「あがら」とは紀南地方の方言で、「自分たち」を意味しています。
新種として報告されたクマノザクラですが、自生する地域の人々にとってはごく身近な存在でした。
「あがらの桜」とは、昔から古座川の人々が見守り続けてきたクマノザクラのことです。

‘染井吉野’よりも開花時期が早く、淡紅色の花弁が美しいことが特徴です。
枝ぶりが繊細で樹形や紅葉も美しく、栽培品種と比較しても劣らない鑑賞価値があります。

ウサギやシカなどの獣害や、造林・緑化などの人為的な植栽の影響により、
長期的に自生個体が減少していくことが懸念されています。

肥培管理により、平均では実生から５年程度（最短で3年）で開花していますが、お花見をするような状態
になるには10-15年程度の期間が必要になると想定されます。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛

日本のサクラ

日本国内に自生するサクラは10種であると考えられていますが、
それらをもとに人が作り出した栽培品種は約400種だと言われています。

日本のサクラ

人が植えたサクラ

チョウジザクラ

自生するサクラ

ヤマザクラ

オオシマザクラ

エドヒガン

クマノザクラ

タカネザクラ

カスミザクラ

マメザクラ

オオヤマザクラ
ミヤマザクラ

‘染井吉野’
‘河津桜’

‘関山’

‘鬱金’‘プリンセス雅’

‘陽光’

‘楊貴妃’‘御衣黄’

‘普賢象’ ほか

・もともと古座川町内に自生しているサクラは、クマノザクラとヤマザクラの2種であると考えられます。
・国内自生種であっても、人為的に植栽されている場合があります。
・オオシマザクラは強健で繁殖力が高く、人為的に植栽されたものが各地で野生化しています。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛開花時期

古座川町におけるサクラの開花時期のめやす

2月 3月 4月 5月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

‘河津桜’

クマノザクラ

‘染井吉野’

ヤマザクラ
(自生)

ヤマザクラ
(植栽)

オオシマザクラ

・もともと自生しているクマノザクラとヤマザクラの2種は開花の時期が重なりにくくなっています。
・オオシマザクラは、環境差と個体差から、町内でも開花時期にかなりのばらつきがあります。
・気温などの条件によって、年によって異なります。
・開花の時期が重なると受粉が可能になるため、繁殖干渉や遺伝的撹乱を引き起こす原因となります。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛古座川でサクラを見分けるポイント【まとめ】

3月に咲いている自生のサクラは
クマノザクラの可能性が高い！

ってことだね！！！

開花の時期がそれぞれ違うから、
実物の花を同時に見比べるのは難しそうだ。

でもどんな違いがあるのか知りたいなあ。



6

©一般社団法人 樹木医甚兵衛花の各部位の名称

花序(かじょ)：花を構成するすべてを含んだ部分

鱗片(りんぺん)：冬芽を包んでいた鱗のような部分

花序柄(かじょへい)：花柄を束ねる花序の軸

苞(ほう)：花柄の付け根にある葉のようなところ

花柄(かへい)：花のひとつひとつにつながる柄

花床筒(かしょうとう)：萼の筒のようなところ

萼片(がくへん)：萼の先端付近で花の外側の部分

花弁(かべん)：花びらのこと
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛古座川のサクラ

古座川周辺でよく見る
4種類のサクラの特徴を

比べてみよう！
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛クマノザクラ

クマノザクラ

開花の時期 早い

花弁の色 白-ピンク

苞の形状 倒卵形

花柄の毛 なし

花序柄
短い

(開花後にのびる)

花序当たりの花数 1-3
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛ヤマザクラ

ヤマザクラ

開花の時期 遅い

花弁の色 白

苞の形状 狭倒卵形

花柄の毛 なし

花序柄 長い

花序当たりの花数 2-4
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛‘染井吉野’

‘染井吉野’

開花の時期 普通

花弁の色 ピンク

苞の形状 倒卵形

花柄の毛 あり

花序柄 ほとんどない

花序当たりの花数 3-4
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛オオシマザクラ

オオシマザクラ

開花の時期 早い-普通

花弁の色 白

苞の形状 広倒卵形

花柄の毛 なし

花序柄 長い

花序当たりの花数 3-4
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛クマノザクラの現状

知って欲しい！
クマノザクラの現状と

サクラを植栽することの意味
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛獣害の影響

【食害を受けたサクラ】

サクラ類は、ウサギやシカなどの哺乳類が
極端に好んで摂食することが分かっていま
す。

防獣資材ごとなぎ倒し、執拗に狙っている
ことが伺えます。

山の中で確認される実生も、大きく成長す
る前に食べられてしまいます。

【サクラを食べにきたシカ】

【実生したサクラ】
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛サクラを運ぶ生物たち

サクラの周りには、ヒト以外にもたくさんの生物が集
まってきます。

花粉はハチやハナアブによって運ばれます。
果実(種子)はたくさんの鳥類やイタチ・タヌキなどの哺
乳類に摂食され、糞に混じって運ばれることで生息域を
拡大します。

ヒトがこのような他の生物の活動をコントロールするこ
とは不可能です。

【サクラの種子が混じるイタチの糞】

【花粉を媒介するハチ】

【サクラの種子が混じるタヌキの糞】 【タヌキの糞から発芽したサクラ】
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛オオシマザクラの例

【野生化したオオシマザクラ 串本町潮岬】

オオシマザクラは、薪の材料を得るために古くから山に植林されてきた他、
塩害に強く沿岸部に適したサクラとしてたくさん植えられてきました。

適切な管理が行われないために野生化が進み、自生のサクラの生息域や繁殖に影響しています。

紀南地方のような田舎では、庭や公園に植えた木も自然環境に大きな影響を与えてしまいます。
オオシマザクラだけではなく、植物を移動させるときには細心の注意と自然への配慮が必要です。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛種間交雑(クマノザクラ×オオシマザクラ)

古座川町内の調査で、実際に種間雑種
と考えられる個体をいくつか発見して
います。

クマノザクラとオオシマザクラとの雑
種だと考えられますが、それぞれの特
徴を併せ持った中間的な形状をしてい
ます。

まだはっきりと見えていないだけで、
このような発見は氷山の一角に過ぎな
いのかもしれません。

在来のサクラに対する外来のサクラの
影響を最小限にとどめていくために、
調査の継続と今後の適切な対応を検討
していく必要があります。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛サクラの植栽が引き起こす問題

繁殖干渉

ある生物種の繁殖活動が別の生物種
の繁殖過程に干渉を及ぼすことで、
外来のサクラの花粉が自生のサクラ
の雌蕊に付着することなどによって
結実率が低下したり、雑種形成に
よって同種との繁殖機会が減少する
ことを言います。

競合・淘汰

人為的に植栽した強健で繁殖力の強
い外来のサクラが野生化して自生の
サクラとの生存競争の相手となった
り、その結果として生息環境を奪う
ことを言います。

遺伝的撹乱

人による生物の移動により、自生の
サクラの遺伝子が本来のものと異な
る遺伝的構造に変化してしまう現象
を言います。
自生のサクラの歴史、種や個体群の
存続に悪影響が生じる可能性があり
ます。

地域性の消失

同じ種であっても、自然繁殖が可能
な範囲を無視して大規模な植樹を行
うことによって、遺伝的多様性が失
われ、地域ごとの特性が消失する可
能性があります。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛サクラと向き合う

きちんと理解して
サクラを楽しむことが

大切だよね！

人の都合だけで植物を植えるのはよくないなあ。

植えるなら前もってきちんと調べて、
植えたあとも責任を持って管理しないとね。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛自生のサクラをまもるには

少しずつでも
正しい方向に向かう
ことが大切なんだよ！

たくさん植えれば保護できる？
そんな簡単じゃないよね。

間違ったやり方はかえって
生態系の破壊につながるよ！

地域活性化のためなら
生物多様性を無視して良いの？

そんな考えじゃどっちみち
長続きしないよね。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛

【クマノザクラ】
クマノザクラの挿木については、研究を始めた当初の2016年は0.25%とかなり
低い活着率でした。その後研究を重ね、2021年には最大で約60％にまで上昇し
ました。今後穂木採取の母樹林を整備し、ミストルームなどの設備を充実させ
れば、さらに活着率を上げることが可能であると考えています。
挿木によるクローン苗の増殖に成功したことで、地域絶滅の回避、文化的に価
値のある個体の保存、観賞用に優れた形質を有する個体の商業的活用、そして
それらの基盤となる母樹林の整備に向けて、大きく前進することができました。

クマノザクラの保存

【保存したクマノザクラの優良系統】
古座川町 池野山タイプ木、池野山系統、武士屋敷系統、高瀬系統、潤野系統、鶴川系統、峯系統、

洞尾系統、長追系統、中崎系統、猿川系統、小森川系統、奥番系統
串本町 重畳山ちりめん系統、重畳山八重系統、重畳山濃色系統、重畳山早咲系統、紀伊大島系統、

高富早咲系統、高富花数系統
那智勝浦町 那智山系統、粉白系統、長井八重系統、口色川系統
太地町 畠尻湾系統、浅間山系統
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛ご案内

古座川町では例年3月15日前後にクマノザクラの開花ピークが訪れます。
3月21日(春分の日)には、小森川保存林内で小森川サクラ祭りを開催しています。

小森川集落の神玉神社では、毎年12月5日に鯛釣り祭りを開催しています。

小森川集落での樹木医甚兵衛の活動と
野生のサクラだけが見せる本当の美しさをぜひ見に来てください。
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©一般社団法人 樹木医甚兵衛

✉：jumokui.jimbe@gmail.com

URL：https://jumokuijimbe.com

©2023.2一般社団法人樹木医甚兵衛

お問い合わせは

あがらの桜をまもるんや！
クマノザクラの桜守

小森川保存林の活動紹介 動画公開中です。

WEBサイト Facebook 公式ライン
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